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　８月16日、太素顕彰会（石川正憲会長）が主催する稲生
川灯ろう流しが開催されました。
　この灯ろう流しは、十和田市に恵みをもたらす稲生川に
感謝するとともに、新渡戸傳翁、十次郎、七郎三代におけ
る開拓の偉業を称え、後生に伝えていこうというものです。
平成20年に稲生川上水150年を記念し、36年ぶりに復活し
たもので、今年で３年目となります。
　家内安全や商売繁盛など思い思いの願いを書き込めた灯

身近にある稲生川を見つめ直そう

稲生川灯ろう流し
紙灯ろう

２日間にわたり熱戦が繰り広げられた

選抜相撲十和田大会

　８月 15 日、市相撲場で第 59 回選抜高校相撲十和田大
会が開催されました。団体の部では参加校 40 校の中か
ら埼玉県埼玉栄高校が優勝、石川県金沢市立工業高校が
準優勝、地元の三本木農業高校と長野県木曽青峰高校が
第３位となりました。
　また、16 日には第 45 回全日本大学選抜相撲十和田大
会が開催されました。団体の部では参加校 12 校の中か
ら日本大学が優勝しました。熱戦を繰り広げる選手に観
客から拍手や声援が送られていました。

団体の部で第３位に輝いた三本木農業高校の選手

2,300人の参加者が楽しむ

夏の風物詩「とわだ夏おどり」が開催

　８月 16 日、十和田市駅東駐車場で第３回とわだ夏
おどりが開催されました。このイベントは、盆踊りを
復活させようととわだ夏おどり実行委員会（黒沢一郎
代表）が主催したもので、「三本木小唄」や「駒っこ
サンバ」の曲に合わせて踊る盆踊りやお楽しみ抽選会
が行われました。また、今回は新たにゆかたの似合う
女性コンテストが行われ、第１次審査を通過した 20
人が登場し、イベントに花を添えました。参加者は盆
踊りや浴衣など夏の風物詩を堪能していました。

盆踊りを楽しむ参加者

４丁目街区で街ロボフェスタ

　８月１日、株式会社まちづくり十和田が主催する街ロ
ボフェスタが中央商店街の市民ふれあいホールで開催さ
れました。会場では東京都にある電気通信大学が開発し、
今年のロボ cup 世界大会で優勝した知能ロボット「Ｄｉ
ＧＯＲＯ」がアンパンマンの似顔絵を描いたり、事前に
記憶した人の顔と声を基に周囲の人の中から特定の人を
探し出したりするデモンストレーションが行われ、子ど
もたちは先端技術のロボットに興味を示していました。

アンパンマンの似顔絵を描く
ＤｉＧＯＲＯ

　８月７日・８日、産馬通りで十和田サンバカーニバル
2010が開催されました。このカーニバルは産馬通りに
かつてのにぎわいを取り戻し、十和田市を元気にしよう
と市民の有志で構成する産馬通りでサンバを踊る実行委
員会が主催したものです。
　実行委員会では２月に十和田商工会館で「サンバLive 
in 十和田」を開催後、地元チームを立ち上げようと東
京都からブラジル人ダンサーを招いてダンスレッスンを
行ってきたほか、３と８のつく日に楽器のレッスンを
行ってきました。
　８日のパレードは澄月寺から太素塚までの通りで行わ
れ、レッスンを受けた子どもたちと保護者、サンバ愛好
者で構成する地元チーム「オス・サンボンギ」や、東京
都からプロのバンドとブラジル人ダンサーで構成する
「サッシぺレレ」、浅草サンバカーニバルで昨年優勝し
た実力チーム「バルバロス」が参加。夏の日差しが降り
注ぐ中、サンバのリズムに乗ってエネルギッシュなパ
レードを披露するダンサーに沿道の観客からたくさんの
声援が送られていました。

　７月 24 日、東京都墨田区で立川・菊川連合町内会
による立菊サマーフェスティバルが開催され、東京十
和田会や市観光協会の会員が十和田市産の物産販売を
とおして本市のＰＲを行いました。フェスティバルに
は地域間交流の拡大を目指して、昨年から参加してい
るもので、十和田バラ焼きの試食やスタミナ源たれ、
にんにくなどの販売、ツリーイングの実演、パンフレッ
トで美しい自然を紹介しました。訪れた区民から「十
和田に行ってみたい」などの声が寄せられていました。

東京十和田会の会員による十和田市産の物産販売

東京都墨田区で十和田市の魅力をＰＲ

立菊サマーフェスティバルに参加

産馬通りにかつてのにぎわいを

十和田サンバカーニバルが開催

観客を魅了したパレード

市ホームページに十和田市ブログを設けました。
ブログには広報とわだに掲載できなかった記事も
紹介していますのでご覧ください。
http://citytowada.exblog.jp/

十和田市ブログ「駒の里から」を
ご覧ください

明るくて楽しい
サンバは
わたしたちの
文化です

オス・サンボンギは約100人が参加

工作教室で作った万華鏡を覗
き込む子どもたち

ワタシハ知能ロボット
D
ダ イ ゴ ロ ウ

iGOROデス＿

紙

ろうを手にした市民は、行列を
組んで太素塚から旧国道４号を
通り稲生川土地改良区前の稲生
川第一西裏橋の会場まで歩いて
参加しました。
　川沿いに集まったたくさんの
観衆が見守る中、淡い光を放つ
約300個の灯ろうが次々に流さ
れ、幻想的な世界を作り出して
いました。

灯ろう行列

稲生川に浮かぶ灯ろう
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